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■2011 年 4 月 21 日 毎日新聞 
 
◇福島第１原発：高濃度汚染水、海へ流出 4700 兆ベクレル 
 
東日本大震災で被害を受けた東京電力福島第 1 原発 2 号機の取水口付近から高濃度の汚染水が海へ流出した

問題で東電は 21 日、汚染水によって放出された放射性物質の総量は、少なくとも 4700 テラベクレル (テラ

は 1 兆倍) と推定されると発表した。東電の保安規定で定めた同原発 1～6 号機の年間限度の約 2 万倍に相

当する。また、流出想定量は約 520 トンだったという。 
 
1000 テラベクレルというレベルは、史上最悪の海洋汚染とされる英セラフィールド核施設で 70 年代に放出

された放射性廃液の年間の総量と同程度だという。東電は「影響については魚介類のサンプリングなどを通

じて調査を続けたい」としている。 
 
放出されたと考えられるのは、放射性ヨウ素が 2800 テラベクレル、放射性セシウム 134 と 137 が各 940 テ

ラベクレル。集中廃棄物処理施設 (集中環境施設) などから海に放出された低濃度の汚染水に含まれた放射

性物質の総量 (0.17 テラベクレル) の約 2 万 8000 倍に当たる。 
 
流出総量は、4 月 1 日から流出が始まり 6 日の止水確認時まで一定量が続いたと仮定して試算した。東電は

汚染水が海へ拡散するのを防止するため、1～4 号機取水口前面や取水口を囲む堤防の隙間に「シルトフェン

ス」を設置するなどの対策を取っている。【藤野基文、山田大輔、八田浩輔】 
 
 
■2011 年 4 月 21 日 朝日新聞 
 
◇海に流れた汚染水、4700 兆ベクレル 低濃度の 3 万倍 
 
東京電力は 21 日、福島第 1 原発 2 号機の取水口付近から、１日から 6 日までに海へ流出した高濃度汚染水

に含まれていた放射能の総量を 4700 兆ベクレルとする推定値を発表した。4～10 日にかけて意図的に海へ

放出した低濃度汚染水は 1500 億ベクレル。この約 3 万倍の放射能が海に垂れ流されていたことになる。 
 
今回の総量は国の基準で定められた年間放出量の約 2 万倍に相当する。海の汚染は 3 月下旬から原発周辺の

広い範囲で確認されていた。2 号機で見つかった高濃度汚染水との関係が疑われたものの、流出量はわかっ

ていなかった。今回の結果から、この汚染水が海洋汚染に大きく影響している可能性が高いとみられる。 
 
高濃度汚染水は 4 月 2 日朝、2 号機取水口付近のコンクリートの裂け目から漏れているのが見つかった。 
止水剤などを地下に注入して水が止まった 6 日朝まで流出は続いた。 
 
東電は前日の１日から流出が始まったと仮定。裂け目の大きさや流出した水の勢いなどから流量を見積もり、

総量を 520 トンと推定した。意図的に放出した低濃度汚染水の総量は計約 1 万トンだった。 
 
東電は 3 月 21 日から原発近くの海水の放射能濃度を測定。放射性ヨウ素の濃度は、25 日に前日の 10 倍以

上に急増し、タービン建屋地下などで見つかった汚染水の海への流出が疑われていた。東電は「4 月 1 日以

前の汚染は、大気中に放出された放射性物質が海に落ちたか、土壌から雨で流れたためではないか」と説明

していたが、高濃度汚染水が何らかのルートで１日以前から漏れ始めていた可能性もある。 
 


